(別添様式１)
平成２５年度　9月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工業研究費
	事業名:工業技術研究所開発研究費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　工業技術研究所　　電話番号：0575-22-0147　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　E-mail：c23112@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　　3,363千円
（現計予算額：　8,498千円　　　補正後予算額：　11,861千円）

	要求内容


	１　要求の内容


地域の中小企業が直面している身近な技術的課題を取り上げ、その解決のための研究を実施する。また、企業ニーズを捕らえ新技術に発展させるための基礎研究を実施する。これらにより県内中小企業の発展に貢献する。
９月補正予算にて、公募型研究の採否決定、新規応募により必要となる予算を増額する。

（継続研究課題）８課題
・固体潤滑剤を鋳ぐるんだ潤滑プレートの開発
・自己組織化膜による刃物の表面改質技術の開発
・薄板のプレス焼入れ技術に関する研究
・マクロ領域の三次元測定におけるハイアスペクト比形状測定を可能とする回転振動
型超音波タッチプローブの開発
・加工と溶着を可能とするハイブリッド・レーザー加工機の開発
・消失模型鋳造法によるｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の薄肉中空鋳造技術の研究と生産技術の確立
・内部急冷凝固法による金属プレス金型材料の高強度化・高品質化技術の確立
・熱可塑性CFRP材による風力発電用ブレードの中空構造ハイサイクル成形及び溶着技
術に係る研究開発
（新規研究課題）１３課題
　・レーザ加工機を用いた溶着加工研究
　・液圧を利用した汎用プレスによる同時複数穴加工をダイレスで可能とするプレス加工技術の開発
　・複合材製骨固定具の製品開発と非臨床試験の実施
　・軽量・高強度複合材チェーンおよび駆動用歯車（スプロケット）の開発
　・使いやすいカスタムメイド医療機器製造のための複雑3次元形状切削加工技術の
精度化
　・ＣＦＲＴＰハイブリッド成形技術開発
　・せん断加工の高機能化に関する技術開発
　・ＣＦＲＰの異方性を考慮した高精度・高能率加工に関する研究
　・高硬度転造ダイスの長寿命化に関する開発
　・鋳鉄の耐摩耗性向上を目的とした摩擦攪拌プロセス技術の高度化
　・新規遠心鋳造技術による軸受部材用長寿命工業材料の開発
　・マクロ・ミクロ組織改善による被削性・生産性を大幅に向上させた銑鉄鋳物の開発
　・刃先への硬質・低摩擦薄膜形成と鋭利化による鋼製医療用刃物の高性能化
	２　所要経費


所要経費11,861千円
（継続研究課題：4,123千円、新規研究課題：7,738千円）

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	8,498
	0
	0
	0
	0
	0
	6,768
	0
	1,730

	補正

要求額
	3,363
	0
	0
	0
	0
	0
	3,363
	0
	0

	決定額
	3,363
	0
	0
	0
	0
	0
	3,363
	0
	0


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県民生活の向上に貢献する科学技術の振興を基本目標とする「岐阜県科学施術振興方針（H24～28年度）」の科学技術振興施策の一つである「県民・産業界のニーズに応える研究開発の推進」に基づき研究を行います。金属材料の加工技術・処理技術、製品の計測・品質管理に関する研究に加え、複合材料の成形技術・処理技術に関する研究を行うことにより、機械金属産業をはじめとした県内のモノづくり産業全体の高度化と新分野進出を支援します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	技術移転の推進
※関連企業への技術移転
	－

	０件
（H21）
	０件
（H22）
	０件

（H24）
	1件

（H25）
	０％


	外部資金の導入

※外部資金による研究課題
	－

	9件
（H21）
	10件
（H22）
	11件
（H24）
	13件

（H25）
	８５％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　平成25年度は、企業ニーズを反映し、現場が直面する多様な問題に対して、即応的・機動的に対応する研究開発に取り組んでいます。また、外部資金を積極的に獲得することにより、産学官連携の共同研究を行い、地域企業の要望に策した積極的な技術移転を目的とした研究開発を行っています。


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　平成25年度に実施している研究課題に対して、関連企業の意見を聞きながらニーズを反映した研究を実施しています。また、新たな課題、ニーズに対応するために新たに13課題の外部資金の獲得を目指します。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	県内の企業は中小規模が多く、単独では首尾一貫した研究開発を実施することが難しい状況です。従って、県が企業のニーズを反映した研究開発を主導して実施することには、県内産業の支援、育成の観点から大きな意義があります。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	課題の半数以上を外部資金で行っており、国等外部機関にも評価される有用な研究課題を行っています。また、研究で培った技術は、企業への技術支援や講習会等に反映されています。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	機械金属産業に関する研究開発からCFRPなど先端産業に関する研究まで幅広い分野の研究を実施対象としております。企業ニーズとのマッチングを基本に、製造工程ごとの技術分野・時期的な最新技術等から、研究課題を選択し、職員の人的パワーに基づく担当配置、得意分野を有する大学、企業等を含めた研究実施体制の構築を考慮しながら、効率的に研究を行っています。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

研究課題は企業ニーズに基づいているとはいえ、ニーズを研究課題として昇華するには学術的な面からのアプローチも必要となり、その段階でニーズと研究計画に若干のずれが生じてしまうことがあります。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

引き続き、従来どおり機械金属産業を対象としたものづくりに関する開発研究を実施しつつ、ＣＦＲＰなどの最新分野の研究も行うという、二正面での研究開発を実施して行きます。


